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被
爆
者
の
願
い
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
成
を
！ 

 

沖
縄
県
民
の
声
、
辺
野
古
に
は
基
地
は
い
ら
な
い
！ 

50万筆突破！ 

ヒバクシャ国際署名（９月30日現在） 

  ５０５、４２６ 筆 

当選 玉城デニー ５８歳 ３９万６６３２ 

   佐喜真 淳 ５４歳 ３１万６４５８ 

   兼島 俊  ４０歳    ３６３８ 

   渡口 初美 ８３歳    ３４８２ 

 

玉城デニー氏当選を報じる「赤旗」10 月 1日付 

                                           

 

安
倍
政
権
が
官
邸
主
導
に
加
え

て
公
明
党
、
維
新
、
希
望
と
応
援

団
を
と
も
な
っ
て
も
選
挙
戦
に
党

派
を
こ
え
た
支
援
を
う
け
た
玉
城

デ
ニ
ー
氏
が
歴
史
的
な
沖
縄
県
知 

事
選
挙
に
勝
利
し
ま
し
た
。 

 
大
阪
か
ら
も
多
く
の
仲
間
が
直

接
沖
縄
に
入
っ
て
支
援
し
た
だ
け

で
な
く
、
大
阪
の
地
で
も
宣
伝
行 

動
、
電
話
か
け
、
カ
ン
パ
や
寄
せ

書
き
な
ど
で
玉
城
知
事
誕
生
に
貢

献
し
ま
し
た
。 

以
下
、
沖
縄
原
水
協
の
佐
事
事

務
局
長
か
ら
の
お
礼
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
大
阪
原
水
協
に
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 

今
回
の
最
大
の
争
点
は
「
辺
野

古
新
基
地
建
設
問
題
」
で
し
た
。

そ
し
て
、
「
少
し
は
基
地
も
や
む

を
得
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
で

も
、
「
こ
れ
以
上
の
新
し
い
基
地

は
つ
く
ら
せ
な
い
」
と
、
ま
と
ま

っ
た
結
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

更
に
官
邸
が
乗
り
込
ん
で
き
た
こ

と
に
県
民
の
怒
り
が
燃
え
上
が
り

ま
し
た
。
勝
て
る
と
思
え
な
い
ほ

ど
の
激
し
い
選
挙
に
勝
っ
て
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
。
大
阪
を
は
じ

め
、
全
国
か
ら
様
々
な
支
援
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
闘
い
は
続
き
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。 

以 

    

大
阪
原
水
協
は
９
月
度
の
常
任

理
事
会
で
「（
３
）
沖
縄
知
事
選
挙

勝
利
、新
基
地
建
設
ス
ト
ッ
プ
へ
」

を
当
面
の
課
題
と
し
て
カ
ン
パ
と

寄
せ
書
き
を
沖
縄
原
水
協
に
お
く

り
ま
し
た
。 

 

原
水
協
加
盟
の
大
阪
平
和
委
員

会
で
は
、
名
護
市
内
の
「
ひ
や
み

か
ち 

う
ま
ん
ち
ゅ
の
会
大
東
」

に
結
集
し
、
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
の

勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

 

告
示
前
か
ら
大
阪
平
和
の
福
山

常
任
理
事
が
沖
縄
に
行
か
れ
窓
口

と
な
っ
て
奮
闘
し
ま
し
た
。
上
羽

事
務
局
長
も
告
示
日
か
ら
事
務
所

に
詰
め
て
裏
方
の
役
割
を
担
い
ま

し
た
。 

 

八
尾
平
和
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
９
月
１
２
日
、
レ
ン
タ
カ
ー

に
分
乗
し
て
沖
縄
の
最
北
の
村
、

国
頭
村
へ
。
３
～
４
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
集
落
ご
と
に
配
布
し

ま
し
た
。
百
数
十
枚
の
ビ
ラ
配
布

を
３
時
間
、
真
夏
並
み
の
暑
さ
の

中
、
汗
び
っ
し
ょ
り
の
大
奮
闘
で

す
。「
美
味
し
い
か
ら
、
持
っ
て
行

っ
て
、
み
ん
な
で
食
べ
ち
ょ
ー
さ

い
」
と
昔
か
ら
デ
ニ
ー
フ
ァ
ン
の

オ
バ
ア
か
ら
、
娘
さ
ん
が
「
と
も

に
チ
バ
ラ
ヤ
ー
」
と
言
っ
て
果
物

を
持
た
せ
て
く
れ
た
、
な
ど
感
動

的
な
経
験
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
沖
縄
支
援
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
ま
す
。 

①
歯
科
保
険
医
協
会
Ｎ
さ
ん 

 

那
覇
と
名
護
に
２
回
８
日
間
行

っ
て
き
た
。
相
手
は
創
価
学
会
が

数
千
人
、
国
会
議
員
が
２
０
０
名

以
上
来
て
い
る
と
い
う
が
姿
が
見 

 

え
ず
、
不
安
で
名
護
で
は
勝
て
る

気
が
し
な
か
っ
た
。
デ
ニ
ー
さ
ん

の
「
打
ち
上
げ
宣
伝
」
に
は
、
隣

に
三
色
旗
を
持
っ
た
人
も
参
加
し

て
い
て
台
風
に
あ
お
ら
れ
て
倒
れ

そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
私
も
そ
れ

を
支
え
て
一
緒
に
三
色
旗
を
掲
る

と
い
う
珍
事
に
な
っ
た
。(

笑) 

②
西
淀
川
平
和
委
員
会
Ｎ
さ
ん 

最
終
版
に
台
風
の
中
を
か
ろ
う
じ

て
二
泊
三
日
で
支
援
に
行
っ
た
。

雨
が
横
か
ら
吹
き
つ
け
る
中
を
電

話
作
戦
に
取
り
組
ん
だ
。
「
台
風

は
大
丈
夫
で
す
か
？
」
と
声
を
か

け
な
が
ら
、
「
台
風
も
大
変
だ
け

ど
選
挙
も
大
事
だ
か
ら
」
と
呼
び

か
け
る
と
、
多
く
の
人
が
「
投
票

に
行
っ
て
き
た
サ
ー
」
「
入
れ
て

き
た
サ
ー
」
と
の
反
応
が
あ
り
、

棄
権
防
止
で
最
後
ま
で
頑
張
っ
て

勝
て
て
本
当
に
う
れ
し
い
。 

③
堺
平
和
委
員
会
Ｆ
さ
ん 

 

８
月
２
５
日
～
９
月
３
０
日
ま

で
支
援
に
入
っ
た
。
前
半
は
、
吉

井
候
補
と
一
緒
に
名
護
で
街
頭
宣

伝
を
行
っ
た
が
、
彼
の
母
親
も
参

加
し
て
勝
利
に
貢
献
で
き
た
。 

投
開
票
日
当
日
８
時
過
ぎ
、
相
手 

陣
営
の
事
務
所
へ
行
っ
た
が
電
灯

は
半
分
消
え
て
い
た
。
写
真
を
撮

っ
た
ら
、
事
務
所
か
ら
出
て
き
た

大
柄
な
男
た
ち
に
囲
ま
れ
「
写
真

を
返
せ
」
と
す
ご
ま
れ
パ
ト
カ
ー

も
駆
け
つ
け
る
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

警
官
同
士
が
、自
分
の
こ
と
を「
５

０~

６
０
代
の
男
」
と
言
っ
て
い

る
の
を
聞
き
、
若
く
見
ら
れ
て
い

て
嬉
し
く
な
っ
た(

笑) 
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沖縄県知事選 玉城氏圧勝！ 県民が一つになった勝利！！ 

 

【国連軍縮週間のとりくみ】 

毎年恒例の国連軍縮週間のとりくみは、

今年度は被爆者医療に関わりノーモア

ヒバクシャ訴訟に重要な役割をはたし

ておられる医師の眞鍋穣先生に記念講

演を行ってもらいます。 

先生はノーベル平和賞を受賞したＩＣ

ＡＮの中心的役割を果たしているＩＰ

ＰＮＷ（核戦争防止国際医師会議）のメ

ンバーとしても国際的な活動もされて

います。  

日時 

 10月 27日 

 1時30分～ 

場所 

 大阪グリー

ン会館 

講師 

 眞鍋 穣氏 
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９・２６国連「核兵器廃絶デー」で「ヒバクシャ国際署名」推進 

大阪で５０万筆突破！（９月末）、１００万筆に向かってGO！ 

上映作品 

被
爆
７
５

年
に
あ
た

る
２
０
２

０
年
を
核

兵

器

禁

止
・
廃
絶

の
歴
史
的

転
換
点
に

す
る
た
め

に
、
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ

国

際

署

名
」
を
世

界
で
数
億

を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

全
国
で
は

８
３
０
万

４
０
３
筆

の
到
達
で

す
。 

大
阪
で
も

５
０
万
筆

を
突
破
し
、

今
年
中
に

１
０
０
万

筆
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

 

国
連
「
核
兵
器
廃
絶
デ
ー
」
の

９
月
２
６
日
、
大
阪
原
水
協
は
天

王
寺
平
和
委
員
会
な
ど
の
協
力
を

え
て
、
上
本
町
で
署
名
宣
伝
活
動

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。（
写
真
） 

 

 

右
は
民
医
連
作
成
の
「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
」
ハ
ガ
キ
付
の
チ

ラ
シ
で
す
。
現
在
民
医
連
は
５
６

６
９
７
筆
を
集
約
し
て
い
ま
す
。 

新
婦
人
は
１
２
万
３
３
７
４
筆
を

集
め
、
大
阪
の
牽
引
車
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

大
阪
商
工
団
体
連
合
会
は
、
２
４

２
２
９
筆
を
集
約
し
て
い
ま
す
。

各
単
位
民
商
で
は
、
会
員
さ
ん
に

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
「
憲

法
３
０
０
０
万
署
名
」
「
消
費
税

増
税
中
止
署
名
」
を
セ

ッ
ト
に
し
て
と
り
く
ん

で
い
ま
す
。 

憲
法
３
０
０
０
万
署
名

は
、
大
阪
で
１
４
５
万

筆
に
到
達
し
て
い
ま
す
。

被
爆
国
日
本
の
大
多
数

の
国
民
は
、
「
核
兵
器

は
い
ら
な
い
」
の
声
に

賛
同
し
て
い
ま
す
。
２

０
２
０
年
に
向
か
て

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
の
と
り
く
み
を
す

す
め
ま
し
ょ
う
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

国
際
的
に
も
、
こ
の 

９
月
２
６
日
に
新
た
に

７
ヵ
国
が
調
印
国
と
な 

 

年
末
１
２
月
に
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
「
核
兵
器
な
き
世
界
へ
ー
映

画
と
ト
ー
ク
の
つ
ど
い
」
を
成
功

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
つ
ど
い
の
企
画

が
確
定
し
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

り
、
翌
２
７
日
さ
ら
に
２
か
国
が

増
え
て
合
計
６
９
ヵ
国
。
ま
た
批

准
国
は
、
９
月
４
日
の
ク
ッ
ク
諸

島
に
続
い
て
４
か
国
が
国
連
に
提

出
し
１
９
か
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

                           

                                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

                                             

                                             

核兵器禁止条約批准国（２０１８年９月末現在） 

 

ガイアナ・タイ・バチカン・メキシコ・キューバ・パレスチナ・ベネズエ

ラ・パラオ・オーストリア・ベトナム・コスラリカ・ニカラグア・ウルグ

アイ・ニュージーランド・クック諸島・ガンビア・サモア・サンマリノ・

ヴァヌアツ 以上１９ヵ国 

核兵器 

なき 

世界へ 
映画とトークのつどい 

日時 １２月１日（土）１３：３０～２０：００ 

場所 エルおおさかホール 

共「ヒバクシャ国際署名推進・大阪の会」 

催「12.1核兵器なき世界へ・映画とトークのつどいを成功させる会」 

参加協力費１０００円（障がい者、高校生以下無料） 

 

『NAGASAKI １９４５アンゼラスの鐘』 

被爆した長崎浦上病院で働いていた医師・秋月辰一郎氏の著書を参

考文献として制作された長編作品。２００７年１０月２５日には日本政府

国連代表部、国連軍縮部、NGO 軍縮の共催でニューヨークの国連内

での上映が実現しました。多くの資料のもと視覚的にリアルに再現された

原爆投下の様子は、戦争・死・放射能の恐怖と共に「平和の尊さ」と

「核兵器の廃絶」を強く訴えます。俳優の小林桂樹さんがナレーターとし

て参加、筑紫哲也さん、吉永小百合さんなど多くの賛同・支援により完

成した作品です。上映時間８０分 監督＝有原誠治さん（講演） 

 

 

 
『ヒロシマの記憶～幻の原爆フィルムで歩く広島』（字幕） 

１９４５年、原爆が投下されて２か月。焦土の風景と苦しむ被爆者は日本

人の手によって撮影されました。当時、日本映画社のスタッフが撮影した

フィルムには治療を受ける人々や医師と看護師、焼きつくされた建物、ガレ

キに埋まる町の様子が映し出されています。このフィルムは１９４６年「広

島・長崎における原子爆弾の効果」という映画となって海を渡り、米軍の

教材になりました。 

『アオギリにたくして』（字幕付き） 

「アオギリの語り部」と呼ばれ、広島平和記念公園にある被爆したアオギ

リの木の下で子どもたちに被曝体験を語り続けた被爆者の故・沼田鈴子

さんをモデルに、原爆で片脚を失い、婚約者にも「アオギリの語り部」と呼

ばれ、広島平和記念公園にある被爆したアオギリの木の下で子どもたち

に被曝体験を語り続けた被爆者の故・沼田鈴子さんをモデルに、原爆で

片脚を失い、婚約者にも戦死されてしまった女性が、絶望のどん底から

這い上がり、平和の語り部として生きる決意を抱いたいく姿を描いた人間

ドラマ。 主演女優＝斉藤とも子さん（講演含む） 


